
感染症対応研修・訓練について（令和６年度）
※令和6年11月18日時点。研修及び訓練の実施数、参加見込数には実施予定・参加予定も含む。

研修 訓練

実施数 参加見込
人数

主な研修 実施数 参加見込
人数

主な訓練

埼玉県 22種類 913人以上

・協定締結医療機関の医療従事者に対す
る感染症対応研修
・高齢者施設向け感染症対応研修
・保健所職員向け感染症対応研修

21種類 362人以上

・埼玉版FEMAによる感染症対応訓練(図上訓練)
・感染症患者搬送訓練（実地訓練）
・保健所職員向け感染症対応訓練

さいたま市 4種類 439人以上
・職員向け感染症対応研修

1種類 40人以上
・感染症患者・検体搬送等を実施する訓練

川越市 3種類 132人以上
・高齢者施設・障害者施設向け感染症対応
研修 1種類 28人以上

・職員向け感染症対策実践型訓練

川口市 4種類 53人以上
・職員向け感染症対応研修

10種類 291人以上
・医療機関等を対象とした実践型訓練
・衛生研究所等を対象とした検査対応初動訓練

越谷市 3種類 40人以上
・高齢者施設・障害者施設向け感染症対応
研修 3種類 60人以上

・職員・消防機関等向けの感染症患者対応訓練
・医療機関等と合同での感染症対応訓練

○ 関係機関同士の強固な連結を推進するため、全ての関係機関が参加する埼玉版FEMA訓練を不断に実施
○ 医療措置協定等締結機関及び重症化リスクの高い施設等に対する研修及び訓練を継続実施
○ 実施内容について、連携協議会の意見を聴きながら、毎年度定期的にフォローアップを行うとともに取組状況を見える化

■今後の取り組み
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